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５　未来を叶える学びがある

①　学校教育の充実

５
（担当：教育委員会学校教育グループ）

　町内に住所を有し、遠距離の高等学校などへ通学する生徒の通学費を一部助成し、子どもの教育の経済
的な負担を軽減します。助成内容は通学費の２分の１（条件：定期券購入費月額１万円以上、助成上限月
額：２万円）を助成します。

Ａ高校の場合：5000円を助成（助成対象経費10000円）
Ｂ高校の場合：6000円を助成（助成対象経費12000円）
Ｃ高校の場合：助成対象外　（助成対象経費10000円未満のため）

高校などの遠距離通学費の助成	 251万円

未来を叶える学びがある未来を叶える学びがある
５

掲載している事業以外の内容は、町ホームページで
お知らせしています。

ＱＲコードからリンク→
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〈令和４年度　予算〉

５

外国語教育の充実	 820万円
（担当：教育委員会学校教育グループ）

　児童・生徒に英語力の向上を支援し、異文化の
理解やコミュニケーション能力を高めるため小・
中学校に外国語指導助手（ＡＬＴ）を２人を配置
し、全ての英語授業に参加します。
　また、町民対象の英会話教室や、ふるさと学園
大学で異なる文化や国際性を学ぶ講座を開催しま
す。

小・中学校教育の推進	 3956万円
（担当：教育委員会学校教育グループ）

　確かな学力の育成を目指すため、小・中学校に
町独自で専任講師や学習支援サポーターを配置
し、きめ細かな学習指導体制を継続します。
　ＩＣＴ機器（タブレット端末）の特性や利点を
活用した授業や家庭での取り組みを進め、中学校
では、オンラインＡＩドリルを導入します。
　小・中学校では漢字検定、中学校では英語検定
受験費用を全額助成します。
　学校教材では、小学校は顕微鏡テレビ装置を整
備します。

小・中学校の施設整備	 8848万円
（担当：教育委員会学校教育グループ）

　小・中学校の設備を改修し、快適な環境整備を
図ります。
◯小学校へのエアコンの整備
　夏季の熱中症対策を行うことにより、児童が集
中して快適に学べる環境を提供するため、教室、
保健室などにエアコンを整備します。
◯中学校体育館のトイレの改修
　災害時の避難所である中学校体育館のトイレを
全面改修します。
・便器の洋式化
・多目的トイレ、洗面台、更衣室の整備
・屋外出入口の設置

学校給食の提供	 8562万円
（担当：学校給食センター）

　町内で作られる加工品や生鮮野菜を使用した安
全安心な献立を町立学校、幼稚園、農業高校、雨
竜町の小・中学校に提供します。今年度から新た
に、酒米粉で作ったお米シロップを調味料に活用
した献立を提供します。
　また、子育て支援の一環として、町内の小・中
学校に就学する児童生徒の給食費は１食当たり50
円を支援し、第３子以降の給食費を無料にします。

＜財源内訳＞
保護者の負担	 4390万円
雨竜町の負担	 677万円
子ども夢基金	 468万円
町の負担	 3027万円

ＡＬＴのリュ・デリックさん（左）と
モリン・ライアンさん

中学校教室に設置したエアコン
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５　未来を叶える学びがある

②　生涯学習の充実

５

学校運営協議会の開催	 77万円
（担当：教育委員会学校教育グループ）

　地域の特色や創造工夫を生かした学校づくりを
推進するため、保護者や地域が学校経営方針や教
育実践などを共有しながら一体となって取り組む
学校運営協議会（コミュニティ・スクール）を開
催します。本町の子どもたちの成長を学校と地域
が一体で支える取り組みについて話し合います。

育英奨学金の貸し付け	 2269万円
（担当：教育委員会学校教育グループ）

　大学、短大、高等専門学校、各種学校等（修業
期間が１年未満のものを除く）の学生や生徒のう
ち、経済的理由により学費の支払いが困難で、健
康で学習意欲のある人に無利子で奨学金を貸し付
けます。

学校 月額 入学金 返済

高校 １万円
以　内

28万円
以　内

５年
以内

短大
専修学校など ４万円

以　内

７年
以内

大学
高等専門学校

10年
以内

※入学前に入学金を貸し付けできるように制度を
改正しています。

※新型コロナウイルス感染症対策の特例として、
大学等の奨学生に対し月額の上限を６万円に増
額をします（令和５年３月31日まで）。

シニア世代の生きがいづくり	 273万円
（担当：教育委員会社会教育グループ）

　60歳以上のシニア世代が、充実した明るい笑顔が満ちあふれ、生きが
いのある生活を送れるように、運動教室や一般教養講座の開催、サーク
ル活動の支援などを行います。

○ふるさと学園大学
　楽しみながら知識や教養を身に付けることができるよう、年間７回の
講義と年に１回の見学旅行を予定しています。講義の際は、送迎バスを
運行します。

○シニアいきいきクラブ
　元気で意欲のあるシニア世代を目指し、新たな生きがいや趣味、仲間
づくりができるように講座を実施します。

○ゆめりあ部会
　陶芸、カラオケ、木工、舞踊、短歌、マージャン、卓球、コーラスの
８部会が月に２～４回程度、ゆめりあで活動しています。自分の趣味に
合わせて入会することができ、複数の部会に加入することも可能です。
　部会の活動日は無料で新公共交通を利用できます。
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５

芸術鑑賞	 714万円
（担当：教育委員会社会教育グループ）

　幅広い年代の方が、舞台芸術を身近に感じられるように、鑑賞事業を
開催します。
　ゆめりあホールには、世界的に有名なスタインウェイピアノが常設さ
れています。このピアノを使用したルパンジャズのコンサートを計画し
ています。さらに、庁舎完成と開町132年を記念した本町にゆかりのあ
る音楽家（スリールトリオ）によるコンサートや、和楽器によるコンサー
ト、ＮＨＫラジオ「上方演芸会」の公開録音など、盛りだくさんの鑑賞
事業を提供します。
　また、Ｅテレ「いないいないばあ！」のワンワンによる、歌とダンス
のショーをスポーツセンターで開催し、親子で一緒
に音楽を親しむ機会も用意します。

開催予定月 内　　容

６月 庁舎完成記念ミニコンサート・開
町132年記念室内楽コンサート

８月 ワンワンとあそぼうショー
９月 ルパンジャズライブ2022

10月 ＮＨＫラジオ「上方演芸会」公開
録音

未定 和楽器コンサート
大野雄二＆ルパンティックシックス

（ルパンジャズライブ 2022）

（担当：教育委員会社会教育グループ）
　スポーツを通じて成長していく少年団員への応援、そしてスポーツを通じて健康づくり、体力づくりを
していく町民を応援するために各種事業を実施します。
　少年団への応援は、団体ごとに外部講師を招いて教室などを開催する際に、その費用を負担（上限10万
円）します。
　また、日本ハムファイターズのウォーキング事業を実施し、多くの町民の方が手軽に運動できる機会を
提供するなど、体力づくりを応援します。

スポーツ体験学習の推進	 73万円

外部講師による教室（一輪車サークル） 日本ハムファイターズのウォーキング事業
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５　未来を叶える学びがある

５

ピアノコンクール受賞報告

青少年文化スポーツの推進	 230万円 文化スポーツ大会参加費の助成	 300万円
（担当：教育委員会社会教育グループ） （担当：教育委員会社会教育グループ）

　児童生徒が文化スポーツ活動に取り組む環境づ
くりと、その世帯の負担軽減を目的に、町内の文
化スポーツ少年団（野球・サッカー・剣道・水泳・
卓球・一輪車・バスケットボール・太鼓）へ年間
活動費を助成します。令和４年度から助成金の上
限額を15万円から25万円に引き上げます。
　また、少年団、中学校部活動などのユニフォー
ム購入費の一部を助成します。

　予選を勝ち抜き出場する全道・全国規模の大会
への出場経費を助成します。
　また、小中学生については、母村交流を目的と
した大会や招待を受けて出場する大会への助成を
行い、保護者の負担軽減を図ります。

スポーツ指導者の養成	 10万円 生涯スポーツの推進	 832万円
（担当：教育委員会社会教育グループ） （担当：教育委員会社会教育グループ）

　町民のスポーツ振興を図るため、スポーツの指
導者資格および公認審判員資格を新規に取得する
際に係る登録料を助成します。
　令和４年度から資格取得にかかる受講代および
テキスト代も対象経費として拡充します。

　幼児から高齢者までの全ての年代を対象に、体
力や年齢、好みに応じて、どなたでも参加できる
教室を開催する、新十津川スポーツクラブを支援
しています。
　スポーツ協会が推奨する「１・１運動」（町民
誰もが１日１回スポーツなどの運動を実施し、健
康づくりにつなげる）を展開するため、多くの教
室やプログラムが開催され、町民の皆さんが参加
しやすいようにします。

チアダンスクリニック
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５

そっち岳スキー場の管理運営	 1573万円
（担当：教育委員会社会教育グループ）

　そっち岳スキー場は、初心者向けファミリーゲ
レンデとして、町民だけではなく、近隣市町の皆
さんからも親しまれています。
　リフトや圧雪車の整備などを行い、スキー場を
安全に利用できるよう管理します。

＜財源内訳＞
リフト使用料など	 946万円
町の負担	 627万円

体験学習の推進	 61万円
（担当：教育委員会社会教育グループ）

　望ましい生活習慣や学習習慣の定着に向けて、
通学合宿（対象６年生、３泊４日予定）を実施し
ます。
　保護者から離れ、自分たちで予定を立てて、食
事や通学、自習を集団生活の中で行います。
　また保護者にも「親学セミナー」を実施し、思
春期を迎えた児童への考え方や接し方について、
学びの場を提供します。

（担当：教育委員会社会教育グループ）
　町内の子ども会活動を支援するため、新十津川町子ども会育成者連絡協議会の活動経費を助成します。
　新十津川町子ども会育成者連絡協議会は、各行政区の子ども会の活動を支援しているほか、社会見学や
かるた大会、リーダー研修会など、独自の行事を行っています。
　今年度は、本町で北海道子どもかるた大会空知地区予選会を行います。（令和５年１月予定）

子ども会活動の支援	 98万円

通学合宿

バス遠足全町子ども会かるた大会
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５　未来を叶える学びがある

５

はたちを祝う会の開催	 35万円 開拓記念館の管理運営	 234万円
（担当：教育委員会社会教育グループ） （担当：教育委員会社会教育グループ）

　はたちを迎える方の新しい門出をお祝いする、
はたちを祝う会を開催します。
　令和４年４月から民法改正に伴って成年年齢が
18歳に引き下げられたため、新十津川町の成人式
は名称を「はたちを祝う会」に変更します。
　これまでと変わらず、当該年度中に20歳になる
方を対象に式典を開催します。

　本町の歴史を伝える町開拓記念館の管理、運営
を行います。
　昨年度まで休館としていた火曜日を開館し、よ
り多くの方が見学できるようにします。
　また、札沼線北線廃線50周年を迎えるため、当
時の鉄道物品などを展示する特別展を廃線日の６
月18日から開催します。
※開館日（５月～10月）
・火曜日～日曜日　午前10時～午後４時
・金曜日　　　　　午前10時～午後１時
＜財源内訳＞

入館料、本売払	 10万円
町の負担	 224万円

社会教育委員活動事業	 53万円 農村環境改善センターの改修	 2億4655万円
（担当：教育委員会社会教育グループ） （担当：教育委員会社会教育グループ）

　現在の社会教育実施計画が令和４年度までの計
画となっているため、その後５カ年における読書
活動や文化・スポーツ活動の促進と学習機会の提
供などの具体的な事業展開を盛り込んだ「第８期
社会教育実施計画」を策定します。
　この計画は社会教育委員と検討を重ねて策定
し、今後の社会教育の充実を図っていきます。

　令和３年５月から改修している農村環境改善セ
ンターは、今年10月にリニューアルオープンする
予定で工事を進めています。
　改修後は、社会福祉協議会をはじめとする福祉
機能を集約するほか、町民の創作活動の展示エリ
アや町が所蔵する絵画を常設展示するなど文化芸
術を鑑賞する憩いの場を提供します。
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５

図書館の利用促進	 68万円
（担当：図書館）

　児童書、一般書、専門書など町民の皆さんがお探しの本を取りそろえます。子どもを対象とした読み聞
かせ会や大人も楽しめるギャラリー展示など定期的な行事も多彩に開催します。
　地域で実施されている健康教室に図書館職員が訪問し、リクエスト本や新刊本などを貸し出す「高齢者
地域配本サービス事業」は、３カ所（青葉区、花月区、大和区）に拡大し、サービスを実施します。

読書活動の推進	 3180万円 絵本とのふれあい	 27万円
（担当：図書館） （担当：図書館）

　図書館が読書活動の中心的な施設として利用さ
れるよう、児童書から一般書まで幅広く各年代の
傾向や関心に合った図書資料の選書、貸し出しを
行います。
　また、多様化する利用者ニーズへの対応やサー
ビスの向上、更に読書環境を良好に整備するため、
図書館と学校図書館の運営を民間事業者に委託し
ます。

　図書館では、絵本を通じて赤ちゃんと保護者が
ふれあう楽しいひと時を過ごし、健やかな成長の
きっかけとなるよう、３～４カ月児の健康相談時
に一人一人に絵本の読み聞かせを行い絵本２冊と
専用バッグをプレゼントします。
　また、２歳５～６カ月児には、絵本に加えパー
ソナル知育絵本（対象児童が主人公となる世界に
１冊だけの絵本）が選択できます。


